
 

 

 

 

 

 福山地区春季総合体育大会 
 6月３，４日を中心に，全国大会へつながる予選会を

兼ねた「福山地区春季度総合体育大会」がありました。 

 コロナ禍による行動制限が緩和され，思い切って活動

することができたと思います。仲間を信じ，自分に負け

ず努力し，辛抱してきたと思います。時にはくじけそう

になったこともあったかもしれませんが，最後の大会に

向け精一杯努力してきました。保護者の方々の応援も久

しぶりに復活し力になったのだと思います。結果は様々

ですが試合に出られなかった人も含めてみんな 

「あっぱれ！」です。 

【戦績】 

陸上部  

1日目 

1・2年 100m4位 小玉広大【県選へ】 

1年男子１００ｍH3位   広瀬拓海 

1年女子 100mH5位 小出朋佳 

2日目 

男子共通 800m6位 渡辺徹平【県選へ】 

女子共通１００ｍH6位 河村彩心【県選へ】 

1年男子 100m4位 壇上稜介【県選へ】 

1年男子 1500m6位 遠山大雅 

 

 

1・2年男子 4×100ｍR1位 

三國李空 小玉広大 松本丈太郎 福光海斗  

1・2年男子総合 4位 

 

バスケットボール部  

男子  

1回戦目 想青学園 ５２－４７  

2回戦目 城南 22－75 2回戦敗退 

 

 

 

女子  

1回戦 幸千 56-26神辺 

 1回戦敗退 

 

 

サッカー部 

 １回戦 対 城東・一ツ橋 ２−１ 

２回戦 対 府中第一 ０−２ 

２回戦敗退 

 

 

野球部 

 １回戦 加茂中 ２－９  

２回戦 精華中 ２－１０  

３回戦 府中学園 ６－０  

3回戦敗退 

 

バレーボール部 

１回戦 東 ２−０ 

２回戦 神石三和 ０−２ 

２回戦敗退 

 

ｿﾌﾄテニス部 

男子団体 

１回戦 対 幸千 ３－０ 

２回戦 対 向丘 ０－２ 

２回戦敗退 

個人  

 1回戦敗退 1ペア 

 2回戦敗退 2ぺア 

 3回戦敗退 1ペア 

 

女子団体 

 ２回戦 府中明郷 ２−１ 

３回戦 加茂   ２−０ 

４回戦 幸千   ０−２ 

順位決定戦 駅家 １−２ 

順位決定戦 済美 ２−０ ７位【県選へ】 

個人  

１回戦敗退 １ペア 

３回戦敗退 ２ペア 

５回戦敗退 １ペア 

卓球部 

男子団体  

 1回戦 城北 ０−３ 

  

       神辺中だより 

      ３  

時を守り 

場を清め 

礼を尽くす 

令和５年７月 

神辺中学校長 



 バドミントン部 

団体  

団体  1回戦 向丘 ２－０  

    2回戦 福山 １－２  

    2回戦敗退 

個人  

個人戦 ダブルス 小野田・尾熊 2回戦敗退 

         毛利・福島  2回戦敗退  

松岡・谷本  3回戦敗退 

         新居・宗岡  準優勝【県選へ】 

    シングルス 篠原 4回戦敗退ベスト 16 

 

柔道部 

  団体戦 神辺１ー４ 城南 第４位【県選へ】 

個人 ６０ｋｇ級  福島 ３位 

     ９０ｋｇ級  丸吉 ２位 

      ９０ｋｇ超級 堤  １位【県選へ】 

 

剣道 

 個人  

初戦敗退 １名   

２回戦敗退２名  

  ３回戦敗退２名 

団体 男子 準優勝【県選へ】 

 

水泳 

 自由形 200ｍ 2位 若林祐空【県選へ】 

自由形 400m 1位 若林祐空【県選へ】 

         ５位 門田幸希 

自由形 50m 標準記録突破 門田幸希【県選へ】 

最近の授業から先生がこんなことを考えています。 

「時間が守れないのは，我々教員が関係してるので

は？」 

何が言いたいかと言うと，例えば「5分でこの問

題を考えてみて！」と先生が言います。5分が経過

して，生徒から「まだできてません！延長してくだ

さい。」と要望があります。先生は「わかった！」

と良かれと思い延ばす。この瞬間ルールは破られた

わけです。本来なら 5分で終わることが可能な発問

だったわけです。これで生徒は，先生延長してくれ

た！ありがとう。しかし，時間は守られていないの

です。 

時間を延ばすのは簡単ですが，本当にそれでいい

のか校内でも議論しています。だって試験の時間は

延長しますか？答えは NOです。ただし，生徒の実

態に応じて，という前提はあります。時間を守れ！

とは言いますが，ご家庭ではどうでしょうか。 

 

 

 

 

 

いま，改めて子どもたちに必要な力が何か，学校

で考えています。文科省の出した 2030年へ備え

る提言が上記の３つの力です。 

 ２つ注目しました。１つは，現在の紛争や相互依

存がある社会では，自分や家族，またはコミュニテ

ィのよりよく生きる力（ウェルビーイング）を確保 

するためには，他者のニーズや欲望を理解する力

をつけるほかないのである，とあります。つま

り，矛盾した考えや相容れない視点などがあった

ときに対応できる力が備えてあるか，だというこ

とです。気に入らないことややりたくないことが

目の前にあって，すべて避けることはできませ

ん。これが「対立やジレンマを克服する力」だと

考えました。 

 もう 1つは，「責任ある行動をとる力」です。チ

ャレンジし，エラー（失敗）してもかまいませ

ん。しかし，エラーしたときに，「私は何をすべき

だったか」「それは正しかったのか」「自分がした

ことの結末を想定したうえでそれをすべきだっ

た」など，すべて自分が責任をとることを意味し

ています。時間が守れない話にもつながることか

もしれません。自分で決めて行った行動に責任が

ともないます。ご家庭でも話をしてはいかがでし

ょうか。 

 

7月 行事予定 

7月 1日（土）～2日（日）県選陸上 

7日（金）3年生進路説明会 神辺文化会館 

     2年生職業講座 

  8日（土）神辺ブロック教育講演会 

  8日（土）～9日（日）県選 

10日（月）学年会計振替 

14日（金）交通安全教室 

  15日（土）～16日（日）通信陸上 

  20日（木）ばら園清掃 

  24日（月）～28日（金）三者懇談 

   ※4時間給食なし 

  31日（月）終業式 ※4時間給食あり 

「求められる力」 

・新たな価値を創造する力 

・対立やジレンマを克服する力 

・責任ある行動をとる力 



 


